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   It was proved in rabbits that an  intense hemorrhagic reaction can be produced by en-
dotoxin in tissue of the urinary bladder by means of the  "reversed Shwartzman phenomenon" 
first illustrated by Fujisawa in 1960, in which a description was made that intradermal 
injection of endotoxin can provoke a hemorrhage at the injected site of the abdominal skin 
of rabbits previously given intravenous injection of endotoxin. 
   It was found that this type of hemorrhagic reaction in the urinary bladder is easier to 
occur in rabbits which possess higher Shwartzman antibody titer in their sera of the general 
circulation. 
   This type of tissue reactivity  seemed to be lower in grade in the urinary bladder than 
that of in the abdominal skin. In another wards, a larger dose of endotoxin was required 
to elicit this type of hemorrhage in the tissue of the urinary bladder than in the abdominal 
skin. 
   On comparative observations of this type of tissue reactivity between in the cervical and 
corporal areas of the urinary bladder, it  appeared that the former tissue has a higher reac-
tivity than the latter tissue to endotoxin. 
   Glycyrricin showed a suppressing effect on this type of tissue reaction, and its administ-
ration also protected the invasion of the organisms of Coli to the local sites of hemorrhage.
1緒 言
1928年Shwartzmanが``Aphenomenonof
1/Ocaltissuereactivity"と云 う論 文 を 報 告 し
て 以 来,こ のShwartzman現 象(以 下Sh.一
現象と略)は 菌体内毒素を用いて生体の反応を
見 るのに最 も適 した方法として多 く研究 され,
特異な2回 の反応手続から本現象の発 現 様 式
は,内 毒素が関与すると考えられる多 くの出血
反応の基本的反応様式 とし認識されてきた.









今回吾 々もSh.一反応形式 とは逆の山中 ・藤沢
の形式に従い,実 験的に家兎にアレルギー性膀
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20 ・1粁 十 ± 一
21 16陪 十 十 一
22 16 十 十 十 一
結 果























家兎No.S価 出 血 性 反 応
































A群では反応局所粘膜下部に大腸菌は検 出 され な
い.これに反してB群 のうち2例 は反応局所に大腸菌








23 8 一 一
24 16 一 十
25 16 一 一








臨床 的に ア レルギ ー性膀胱 炎が存在 す ること
はい まや疑 うべ くもない事実 であ る.他 方,動
物実験 において膀胱 ア レルギーを取扱つた業績
では,Manwaring(1924),赤枝(1935),
Siess(1950),中野(1955)などがあ り,ま た
高安 ら(1955)はSh.一反応形式 に より出血性
膀胱 炎を起す ことに成功 してい る.
我 々は前述 の如 く山中 ・藤 沢の反応形式,即
ち静脈 内準備一局所惹起 とい うSh.一現象発現
とは逆 の手続 に よ り,実 験 的に家兎の アレルギ
ー性膀胱 炎を惹起せ しめ得 た.
高安 らのSh.一現象 としての出血性膀胱炎 で
は,準 備注射 としてSh.一湧液 を膀胱筋層 内に
注射 し,次 いで静脈 内惹起注射 に よりi著明な出
血 を認め たが,準 備 として膀胱粘膜下 に注射 し
た場合は 出血 は認 め られなかつ た と報告 し,こ
の ことは 出血性膀胱 炎の成 立機転 として膀胱壁
その ものの関 与が 意味 あるのではないか との見
解を述べ ている.
我 々の実験 では,局 所 惹起注射は すべ て膀胱
粘膜 下に おこなつ た.そ の結果 出血性反応陽性
及 び陰性 家兎 を認 めた.一 般に反応 の発現はS
価高値 の ものに強 く,低 値 のものでは弱 いか或
は陰性 を示す傾向が あ る.即 ちS価128倍 では
反応 は最 も強度(冊)で,64～16倍 では中等度
(卦),8倍 では軽度(+),4倍 のものでは





















































頸部炎はかな り多 く,と くに婦人の場合は化学
療法によつても消槌 しない難治性慢性炎症の経












性を示すが,3倍 稀釈では反応は認 め られ な
い.こ れに対 し腹部皮内では4倍 稀釈 まで反応
陽准で,5倍 稀釈に至 り陰性を呈 した.し か し
使用 した家兎はすべてS価8及 び16倍の も の















比 して著 るしく多数に吸着 している事実を証明
706 福井 ・西垣 ・堀一実験的膀胱アレルギーに関する研究
し,こ れを仮 りにBioattractionEffectと呼
んだ.そ してSh.一反応 はSh.抗原 に よる感作
局所 のBioattractionEffectによつて局所 に
集積濃化 された 自然抗体 との間 におけ る抗原抗
体 反応の所作 であらうとの推論 をお こなつてい
る.
我 々の実験は通常 の所謂Sh.一反応 とは全 く
逆 の形式 に よる組 織反応で あ り,従 つ てかかる
BioattractionEffect或は これに類す る現象が
存在 す るか どうかは疑問で あるが,GLは かか
る現 象を阻止 す る薬剤 と考 え られ る.ま た本組
織反応 において,静 脈 内準備 注射 後GLを 投
与 した実験 では,膀 胱粘膜下局所 惹起注射に よ
つ て も反応 は出現 せず,腹 部皮 内において も3
例中1例 のみ軽度 出血反応 を呈 したのみで反 応
は明 らか に抑制 され る結果 を得 た,こ の ことは
GLの 有す る解毒及 び抗 ア レル ギー作 用を裏 づ
け る事実 としていささか興味深 い.
V結 語
1)Sh.一現象 とは逆の山中 一藤沢の反 応 形
式,即 ち静脈内準備一局所惹起注射により実験
的に家兎膀胱の出血性組織反応を惹 起 せ しめ
た.
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No.3家兎(表1),HE染 色 ×200:左上
部に粘膜が認められるが,そ の右下方にて粘
膜下出血の小巣があ り,又小静脈の拡張と赤
血球充盈が強い
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第4図
No.9家兎(表1),HE染 色 ×200:粘膜
はおおむね正常であるが,粘 膜下の浮腫が強
く認め られる.
